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平成 年 月より障害者自立支援法において「同行援護」として移動時や外出先における視覚的情報の支23 10








ス規準は明確になったが 保健医療サービスを契約し 利用するにあたって必要となる様々な書類 誓約書・、 、 （
































[ ] 200 88 2013方法 北海道内の医療機関 床以上（精神科単科病院を除く）の 病院に郵送による調査を実施、
年２月 日から３月 日の１ヶ月間で回答が得られたデータを統計的に分析した。調査内容は管理部門、受20 20







































回答内容 有（％） 無（％） その他（％） 無回答（％）
受付対応の困難 6（28.6） 15（71.4）
署名困難な経験 7（33.3） 14（66.7）
対応ガイドライン 20（95.2） 1（ 4.8）
ガイドヘルパー 5（23.8） 15（71.4） 1（ 4.8）








回答内容 有（％） 無（％） その他（％） 無回答（％）
看護対応の困難 4（19.0） 15（71.4） 1（ 4.8）
聞き取り対応の経験 3（14.3） 16（76.2） 2（ 9.5）
検査対応の経験 7（33.3） 12（57.1） 2（ 9.5）
行動制限の経験 5（23.8） 15（71.4） 1（ 4.8）
ガイドヘルパー 6（28.6） 15（71.4）
対応マニュアル 1（ 4.8） 20（95.2）
署名ガイド 2（ 9.5） 19（90.5）
署名ガイド使用を観察 20（95.2） 1（ 4.8）
気づき 6（28.6） 20（95.2） 15（71.4）
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回答内容 有（％） 無（％） その他（％） 無回答（％）
面接相談の経験 （ ） （ ） （ ） （ ）7 33.3 11 52.4 2 9.5 1 4.8
制度説明の経験 （ ） （ ） （ ） （ ）6 28.6 12 57.1 2 9.5 1 4.8
支障場面の経験 （ ） （ ） （ ） （ ）5 23.8 14 66.7 1 4.8 1 4.8
代読依頼の経験 （ ） （ ） （ ）2 9.5 18 85.7 1 4.8
署名ガイド （ ） （ ） （ ）1 4.8 19 90.5 1 4.8
支援方法の学習機会 （ ） （ ） （ ）4 19.0 16 76.2 1 4.8






の記名や記述回答が 件（ ％）あり、調査への回答に施設全体での取り組みが見られた。12 57
本調査に当たっては「用語の定義」として視覚障害、視覚障害者用補助具、ロービジョン、同行援護、署








年 月８日 日曜日 午後、札幌市視聴覚障がい者情報センターにおいて「視覚障害者のバリアを考え2013 12 ( )
るシンポジウム」を実施した。シンポジウム案内には「単身の視覚障害者や中途・高齢の視覚障害者の増加
に伴い、病院に同行するインフォーマルな関係者が少なくなってくることを考え、視覚情報の不足している
、 。視覚障害者の病院にかかる際の受付窓口や病棟場面 病院受診に関する職種に応じた調査を平成 年度実施24
北海道内 病院に質問紙を郵送し、回収（回収率 ％）視覚障害者の補助具である署名ガイドの設置は０、88 24
受付で署名困難経験は ％、ガイドヘルパーの対応経験は ％、看護では署名ガイド使用の経験ありが33 24
％ 医療ソーシャルワーカーの ％は対応の経験があり 代読の経験は ％ 支援方法の学習経験は ％9.5 33 9.5 19、 、 、













関する調査報告、参考資料として「障害者総合支援法の成立 「自立支援給付 「盲人の歴史（抜粋 「視覚」 」 ）」
障害者の運動／視覚障害者社会参加支援施設 「拡大読書器・光学機器（ルーペ ・日常生活用具 「スミ字」 ） 」
用ガイド関連 「手書きサインガイド 「サインガイド 「サインガイドヘルパーはみ出ん蔵 「視覚障害者」 」 」 」
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、 、 （ ） 。 、参加者は 名 関係者７名の全 名 終了時のアンケートの回収は 名 回収率 ％ であった また63 70 35 55.8
当日は名寄市立大学から保健医療福祉連携論のチーム活動の一環として看護学科と社会福祉学科３年生を含
む 名の学生が参加し、運営や交流の集いに積極的に対応していた。取材の北海道新聞社の記者貝沢氏も終13














開催案内 （ ）5 14.3
広報等 （ ）3 8.6
医療関係者 （ ）2 5.7
知人 （ ）9 25.7
患者 （ ）3 8.6
大学教員 （ ）8 22.9
シンポジスト （ ）1 2.9
新聞広告（ 道新） （ ）11/26 1 2.9
その他 （ ）3 8.6












































社会参加の問題であるという発想 パラダイムの転換をめざすのが障碍者制度改革であるとするならば 私、 、「
たち抜きで私たちのことを決めるな」という主張を障碍者だけのスローガンにするのではく、すべての人間
















































北海道内 医療機関 各位 様 
























              視覚障害者の医療受診に関する調査研究会 
         研究責任者：小銭寿子（名寄市立大学保健福祉学部 准教授） 
        共同研究者：吉田重子（北海道高等盲学校）・上井奈穂美（札幌徳洲会病院 MSW）
         （本調査は「平成 24 年度名寄市立大学特別枠支援による研究・事業」により実施しています。）
 
                           ＜問い合わせ先＞ 
                     〒096-8641 名寄市西 4 条北８丁目１ 
                     名寄市立大学保健福祉学部社会福祉学科 
                      小銭 寿子（こぜにひさこ）研究室 
                      ℡：０１６５４－２－４１９９（１３１４） 
                      FAX:０１６５４－３－３３５４ 
                        Mail; kozeni@nayoro.ac.jp 
安心して病院にかかるために～視覚障害者にとってのバリアを考える～ 
シンポジウムご参加のアンケート 





□ちらし   □広報等（          ） □医療関係者    □知人  
□その他 （                ） 
 
2.ご職業（差し支えない範囲で結構です） 
 □医師 □看護師 □ソーシャルワーカー（MSW/PSW） □病院管理部（医事課）
□リハビリテーション専門職（理学療法士・作業療法士・言語聴覚士） 
□介護支援専門員  □障害者施設等職員（支援相談員）  □介護者 
□学生  □当事者 □その他（                   ） 
 
3.年齢 






















それぞれ 0.1 以下の者、②一眼の視力が 0.02 以下、他眼の視力が 0.6 以下の者、③両眼の視野が
それぞれ 10 度以内の者、④両眼による視野の 2 分の 1 以上が欠けている者をさす。（身体障害者









文字の使用が著しく困難であるか不可能である両眼矯正視力 0.02 未満のものを盲と呼ぶ。 
また、両眼の矯正視力が 0.04 以上 0.3 未満で拡大鏡等によって普通文字の使用が可能なものを軽
度弱視と呼び、普通文字を読むのに非常に時間がかかるので点字を用いた方がよい場合が多い。 
 











・署名押印ガイド；読み書き（代読・代筆）情報支援員入門 付録 （実物のコピー） 
 
2013 年(平成 25 年)12 月 12 日(木) 
北海道新聞 






以下の Q1.1)の設問から Q5.27)まで該当する項目をお選びください。□ 複数回答可能です。 
      
Q1.貴医療機関についてお尋ねいたします。 
１）医療機関の機能について 
   □ 特定機能病院   □ 地域医療支援病院    □ 一般病院 




□ 500 床以上     □ 499～300 床      □ 299～200 床 




□ 内科    □ 外科     □ 整形外科   □ 脳神経外科  
□ 眼科    □ 耳鼻咽喉科  □ 小児科    □ 精神科 
□ 皮膚科   □ 循環器科   □ 消化器科 




 ４）障害をお持ちの方への配慮や工夫について  
□ 段差を解消している     
□ 多目的トイレを設置している 
































   □ ある              □ ない 
   □ その他（具体的にご記入ください。； 
 
17）本人の署名が必要な際、視覚障害をお持ちの方の対応マニュアル等がありますか。 
   □ ある              □ ない 
   □ その他（具体的にご記入ください。； 
 
18）視覚障害をお持ちの方の補助具として署名ガイド等を知っていますか。 












3      
Q3.受付（医療事務）担当の方にお尋ねいたします。 
 ５）視覚障害をお持ちの方の受付手続きに関して困った経験がありましたか。 
□ ある              □ ない 














□ ある              □ ない 





































   依頼したことがありますか。 










□ ある              □ ない 
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